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去
る
、
11
月

28
日
（
月
）
に

本
年
度
の
合
同

例
会
行
事
で
あ

る
Ｔ
Ｓ
Ｋ
山
陰

中
央
テ
レ
ビ
新

社
屋
見
学
会
を

50
名
と
い
う
多

く
の
会
員
の
皆

様
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。
女

性
会
の
山
口
会

長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
Ｔ
Ｓ
Ｋ

の
有
澤
代
表
取
締
役
会
長
様
、

田
部
代
表
取
締
役
社
長
様
の
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
次
に
、
当
テ
レ
ビ
局
で
ご
活

躍
の
山
根
収
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
、
プ

ロ
の
立
場
か
ら
の
経
験
談
、
苦
労
話
、
話

術
の
ヒ
ン
ト
話
等
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

お
話
頂
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
２
班
に
分
か
れ
て
社
屋
内

の
見
学
で
す
。
新
社
屋
は
そ
の
モ
ダ
ン
な

建
物
の
外
観
と
マ
ッ
チ
し
て
い
て
、
と
て

も
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
趣
で
、
玄
関
を
入

る
と
そ
こ
に
広
が
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ

ー
、
天
井
も
島
根
県
産
杉
材
の
ル
ー
バ
ー

天
井
が
あ
り
、
説
明
に
よ
る
と
日
本
刃
の

「
そ
り
」と「
む
く
り
」を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ

イ
ン
だ
そ
う
で
す
。
大

橋
川
に
面
し
て
の
開
放

的
な
ガ
ラ
ス
窓
、イ
ベ
ン

ト
や
公
開
放
送
を
す
る

時
に
は
ロ
ビ
ー
と
屋
外

を
一
体
化
に
す
る
こ
と

が
出
来
、
各
階
を
繋
ぐ

吹
き
抜
け
の
空
間
の
木

ル
ー
バ
ー
壁
、
自
然
換

気
と
自
然
採
光
を

取
り
入
れ
て
省
エ

ネ
へ
の
配
慮
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
よ
り

放
送
が
開
始
さ
れ
、

２
階
に
あ
る
放
送

セ
ン
タ
ー
は
各
部

局
が
ワ
ン
フ
ロ
ア

ー
に
集
ま
り
、天
井

も
高
く
開
放
的
で

と
て
も
広
々
と
し

た
空
間
の
オ
フ
ィ

ス
で
し
た
。

　

制
作
ス
タ
ジ
オ
・
報
道
ス
タ
ジ
オ
で
は
、

内
部
に
入
室
さ
せ
て
頂
き
、
テ
レ
ビ
で
見

か
け
る
場
所
等
を
真
近
に
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
60
ｍ
弱
の
鉄
塔
は
放
送
用
の

ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
頂
部
に

は
お
天
気
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
毎
日
の
お

天
気
コ
ー
ナ
ー
で
活
躍
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
最
近
の
建
物
建
築
に
は
欠
か
せ
な
い

耐
震
性
も
備
わ
り
、
地
震
・
浸
水
・
停
電

時
の
備
え
も
万
全
で
、
自
然
環
境
へ
の
配

慮
等
、
工
夫
が
し
て
あ
る
と
い
う
説
明
を

頂
き
ま
し
た
。

　

半
日
の
予
定

を
時
間
通
り
に

無
事
に
終
え
、
日

常
と
離
れ
た
時

間
を
過
ご
し
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
Ｔ

Ｓ
Ｋ
山
陰
中
央
テ

レ
ビ
の
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
随
所
で

の
ご
配
慮
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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松江商工会議所女性会で
あなたのパワーを
発揮してみませんか。

会員は、松江商工会議所会員事業所の女性経営者
並びに役員、もしくは同会員事業所に従事する女
性社員。　　年会費  15,000 円

会　員
募集中

11
月
19
日
（
土
）
に
出
雲

市
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ン
グ
パ

レ
ス
に
て
出
雲
商
工
会
議

所
青
年
部
主
管
で
島
根
県

商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会
（
以
下
島
根
県
青
連
）
創

立
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。島

根
県
連
は
県
下
８
つ
の
単

会
の
連
合
会
で
あ
り
、
毎
年
持
ち
回
り
で
行
い
ま

す
。
30
周
年
を
出
雲
で
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
島

根
県
青
連
で
は
３
年
前
よ
り
こ
の
記
念
事
業
を

計
画
し
、
ま
た
今
年
度
は
島
根
県
連
と
し
て
初
め

て
委
員
会
を
設
置
さ
れ
、
本
事
業
の
企
画
・
立
案

に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

松
江
か
ら
も
31
名
ほ
ど
参
加
し
、
来
賓
・
Ｏ

Ｂ
・
現
役
会
員
含
め
総
勢
2
3
0
名
余
り
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、
現
在
O
B

の
歴
代
会
長
も
出
席
さ
れ
、
設
立
当
時
の
思

い
出
や
苦
労
し
た
事
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
事
業
で
は
ま
ず
益
田
Y
E
G
が

『
石
見
空
港
の
活
用
事
例
』
を
紹
介
し
、
次
に

松
江
Y
E
G
が
『
ま
つ
え
ラ
ン
ド
事
業
』
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
祝
賀
会
で
は
、現

役
会
員
が
皆
思
い
思
い
に
歓
談
し
、盛
会
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、12
月
３
日
（
土
）
に
松
江
商
工
会
議

所
に
て
中
海
圏
域
青
年
経
済
団
体
交
流
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、鳥
取
県
西
部

中
小
企
業
青
年
中
央
会
様
、安
来
商
工
会
議
所
青

年
部
様
、
そ
し
て
松
江
商
工
会
議
所
青
年
部
の
３

団
体
の
交
流
事
業
と
し
て
毎
年
持
ち
回
り
で
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
松
江
が
担
当
し
企
画
・

準
備
等
進
め
て
き
ま
し
た
。

松
江
か
ら
は
、
38
名
ほ
ど
参
加
し
、『
ド
ミ
ノ

で
繋
ご
う
！
中
海
圏
域
！
』
と
題
し
、
所
属
団
体

の
枠
を
超
え
青
年
経
済
人
の
人
的
交
流
を
は
か

る
と
と
も
に
、
全
員
で
力
を
合
わ
せ
一
つ
の
物
を

作
り
繋
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
仲
間
意
識
を
高
め
、

今
後
の
更
な
る
連
携
強
化
の
一
助
と
な
る
事
業

と
な
り
ま
し
た
。
３
団
体
を
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
そ
の
エ
リ
ア
ご
と
に
あ
っ
た
ド
ミ
ノ
製
作
を

行
い
ま
し
た
。

作
業
時
間
が
２
時
間
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
そ
の

時
間
内
に
思
い
思
い
の
ド
ミ
ノ
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
に
て
さ
ら
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

名
余
り
で
開
催

ま
し
た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
に
て
さ
ら
に
交
流
を

「山陰いいものマルシェ」
ｉｎ出雲
「山陰いいものマルシェ」
ｉｎ出雲


